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内容

１．水沢10m電波望遠鏡のこれまでの研究と性能

2. これからの使用計画とそれに向けての改造と試験

３．今後の観測可能性



１．水沢10m電波望遠鏡のこれまでの研究と性能

25年前から運用開始
1992年12月地元紙記事



• 1) Antenna & Receiver
Main reflector ：10.0m surface accuracy：0.34mm(rms)
S Band HPBW ：54′,        aperture efficiency：38％,       Tsys:250K？
X Band HPBW ：13′,        aperture efficiency：63％,       Tsys:100K
22GHz Band HPBW：5.2′,       aperture efficiency：36％,       Tsys:130K
43GHz Band HPBW：2.7’,       aperture efficiency：25％,       Tsys:200K
＊暫定値です。

• 2) Driving ability
Max. slew speed ：AZ：3.14゜/sec

EL：3.06゜/sec
Max acceleration ：AZ：3.78゜/sec2

EL：3.71゜/sec2

• 完成から約25年たった。 J-Netで活躍、SgrA*観測、SSH観測

試験観測に使われている。（RISE、位相補償VLBI、広帯域、、、）

１．水沢10m電波望遠鏡のこれまでの研究と性能
Performance of the Mizusawa 10m telescope



1993年12月
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VLBI 22 GHz Monitoring of Sgr A* during the G2 peri-center passing 

with Japanese VLBI Network

Recording system: VSSP32

Band Width: 32MHz

Sampling Rate: 128Mbps

Observation Started: Feb. 11, 2013 

Finished: Aug. 31, 2014

ApJL 2015 Jan1st (Tsuboi et al.)



K帯でJAXA気球VLBI、
広帯域記録協力2015~2017



岩手県立水沢高校実施の22GHz月面温度測定結果



亀谷收, 浅利一善, JASMINEグループ，水沢VLBI観測所
VERA運用グループ（国立天文台）

Nano-JASMINE衛星ダウンリンク局 水沢10mアンテナ

2. これからの使用計画とそれに向けての改造と試験

Nano-JASMINE衛星（日本初めての赤外線位置天文衛星：
打上げ時期検討中）の2.45GHzでのダウンリンク局として使用予定。
太陽同期軌道のため、朝、夕に衛星を追尾する。それ以外の時間は
独自の観測を行える。



水沢10mアンテナ駆動ソフトの改修

・時刻とAzElをファイルで与えて駆動できるようにした。
・１００分の１秒ごとに駆動コマンドの確認を行う事にした。

・パワーメータデータも取得できるようにした。
・衛星追尾観測、VLBI観測や単一鏡観測、

secZ測定も含めて連続して自動観測可能に
した。 （トラブラなければ１週間可）



ところで、私が興味を持っている事：
パルサーの距離情報を用いた
銀河系内電離ガス密度分布推定



DM（cm-3pc）=∫ n dl=ｄ（pc）・ｎ（cm-3）

ｎ

ｄ

Dispersion Measure

DM=A(t1-t2)(1/ν12 -1/ν2 2 ) –1 ,     A=2.410×10-16 cm-3pc 

Lyne &Graham-Smith, 1998, Pulsar Astronomy

ｄ（pc ) = DM（cm-3pc） /ｎ（cm-3）

NE2001(Cordes & Lazio 2001) Model

DM and electron distribution 

in the Milky way Galaxy

ｎ（cm-3）= DM（cm-3pc） /d(pc)



VERA水沢局バックエンド





水沢局付近のRFI（人工電波干渉）測定
2017.12 ・サチュレーションを起こしている可能性が高いので、要
注意。



東芝製冷却フィルタの設置と試験
1.９９５GHz±10MHzのフィルター 2017年12月～

右写真：シンセサイザーの出力周波数を１０MHｚずつ変更して、ホーンから入れ、Maxholdモードで測定
中心周波数：1.995GHz、横軸周波数（100MHzスパン）縦軸：電波強度（-100dBm～0dBm 10dB/div)



1.4/1.6GHz帯の観測可能性を検討中

• LNA は少なくとも1.40GHz～2.30GHz の周波数
で44dB～45dB の利得を持つ。

• ホーンは2GHz以下では、ゲインがほとんどな
い。

＞＞

• 1.4GHz／1.6GHz帯の観測の実現に向けて熊
本大学工学部 福迫教授のグループと国立
天文台水沢VLBI観測所のグループで検討開
始

• ヘリカルアンテナ or パッチアンテナ？

• 問題点：S帯など他の周波数との共存

写真：赤堀氏に感謝します。



３．今後の観測可能性

• Nano-JASMINE運用（毎日２～３回×３０分間）に使わ
されない殆どの時間を使ってVLBIや単一鏡観測に殆ど自
動で使用可能

• S帯および22GHzの同時受信が可能だが、S帯は、
パルサーに対して余り強力でない。

• ＞＞1.4GHz/1.6GHzの周波数帯の観測
• パルサーや突発天体に特化したモニター観測を検討中
・他の大望遠鏡と同期した観測を行い、VLBI観測を行うなど。
・かつてOri-KL水メーザーのバーストした時の偏波モニター観測を行った。こ

のようなモニター観測は、今後も重要になるだろう。
S. Horiuchi, S. and Kameya, O. (2000) Highly polarized emission from the bursting water maser in Orion-KL, 

Publ. Astron. Soc. Japan, 52, 545-550. 



まとめ

・国立天文台水沢VLBI観測所10mアンテナは運用開始後25年過ぎた。

・S/22GHzの同時観測ができる。パルサー観測とトランジェントソース観
測に使える可能性がある。

・混信の無い周波数を切り出せるフィルタを使って、1.4GHz/1.6GHz帯
用のヘリカルアンテナなどを設置して、パルサー観測とトランジェント
ソース観測に使う可能性を検討している。


